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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものであるO

昭和 39 年 3 月

北海道開発庁
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L万分の L地質図12 鬼志別(旭川ー第 10 号)

北海道立地下資源調究所

技術吏員 松下勝 秀

["J 二谷勝 利

[司 石 rU 昭 一一

!司 小山内 ハ店胆ロ】山門

はしがき

この図幅説明書は，昭和 35 年から同 37 年までの間約 270 Fl を費しておこなうた肝

外調在の結果を，取まとめたものであるの

野外調在に当たっては，次のとおり，地域を分担して行なったゥ

兎志日 u 川流域)
ト三谷・石山

エコベ JII 流域 j

猿骨川流域 1
l 松下・小山内・三谷

カリベツJ1\流 J虫 j

3£ミ払川流域松下・石山

第四系分布地域 松下・石 III ・小山内

このほか，野外調査には，北海道大学教養学部地学教室中村耕二氏の協力をうけたり

この説明書の取りまとめに当たっては，北海道開発局北川芳男氏からいろいろと仰

表示をいただいたロまた，北海道立地下資源調査所高橋功二氏には，白望紀庄一出の化

石を措定していただき，鈴木守氏には岩石の顕微鏡観察をしていただし、た。さらに，

北拓小石炭砿および藤田小石炭砿からは，石炭に関する資料をいただいたのその他，

野外調査に際して，地元 j主払付役場の各位から御協力をいただいたのこれらの方々に

厚く御礼申し上げる。

I 位置および交通

この図幅は，北海道北部に(立置していて，東経 142°.--142ー15 ' および北緯 45 "1 0/，-..，

- 1 ー



45°20' にわたる地域である。

行政区画については，図幅地域の大部分は宗谷郡猿払村に属しているが，そのほか

に，南東隅は枝幸郡浜頓別町，南西隅は天塩郡豊富町そして西部は稚内市の行政区画

に，それぞれふくまれている。

交通は，背威子府から浜頓別をへて稚内にし、たる国鉄天北線が，図l幅内の東部から

北部にかけて通じている。また， 2 級国道 238 号線が海岸線にそって通じている口さ

らに，~鬼志別から稚内にいたる道道が，小石から約 2km のところまで通じている D

また，存主要河川流域の下流から中流地域までは，林道が開通しているのこのほか，

T{野および猿払の両方台地 tには，開拓農家が点在していて農道および開発良道が通

じてし、る。

II地形

この地域の地形は大きく三つにわけられる。すなわち，図幅西半部地域の山地域，

東半部の丘陵地域および主要河川流域の低地帯である。山地域はなだらかな起伏をも

った地形を呈しており，最高標高点は 313.2 ill であるロなお，猿払村と稚内市および

豊富町とは，北見山脈の北方延長 I Ll地で境界している口

丘陵地域はさらに二つにわけられる。その一つは，海岸から 6，-..- 7km の問で，標高

が 20m から 40m まで上る，海岸庁向にゆるく傾斜した平坦な地形両である。 これ

は第 3 ↓交正の分布地域であるのまた，この西部には，~高が 40m から 80m にわたる

やや侵蝕作用をうけた台地がある。これは，第 2 段丘の分布地域に相当している。

{氏地は，主要河川の中・下流域に発達しその大部分は沖積層の湿地である。ここ

には，ポロ沼，キモマ沼，瓢箪沼など大小の湖沼が分布している。

浜猿払から南東の海岸線にそっては，砂丘が発達している白

この地域の主要河川は，西南西から東北東方向にほぼ平行に流れている D それらは，

第 1 図第 3 段丘面
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北から，鬼志別川， 1去百-Jl[およびその支流のエコベJI!，カリベツ川および猿払川であ

る c いそずれも，宗谷地方を東西に二分している脊陵山地にその源を発し，オホーツ

ク海にそいでいる。これらの河川の流路は，上流から下流までいちじるしく蛇行して

いる。カリベツ川中流地域のように，河川改修了牟事で改良された部分もあるが，猿骨

}/,，猿払JII などでは，振 l回数 100m にも達する蛇行がみられる。このようなことから

もわかるように，一般に河川勾配はゆるく，下流地域では，数lO ern/I km ていどの

{氏勾配の部分が多い。

III 地質概説

この地域は，天北炭同のほぼ中央部に位置し分布する地質系統は弟 2 図にしめし

たように，下位から，ジュラ系，内望系，新第三系および第四系であるの

ジュヲ系は，蛇紋岩とともに，図 III両市部地域にわずかに分布しているのこれは，神

居古河市の最北端の分布で、あるの

円望系は，大局的にみると，東部に下位層，西部にI-:{\L:居が発達しており，新第三

系や第四系の基盤として広く分布しているのこれらの臼空系は，上部蝦夷層群と函調!

層群に相当する J也円であるの上部蝦央層群は，下百 I) と上古I)は，泥質岩相の卓越した地

層であり，中部に粗粒岩相をはさんでいる口また，両損 l層群は，粗粒岩 j、円の卓越した

地層で構成されているの

新第三系は，岩相 ι 下仲から， 曲調l層， 宗谷宍炭層，兎志別屑，士増増骨昨 i幌防幌E層およぴ

内!屑再に区分されるの IJ山Jj山II以沃刈1層は， カリベツ川中流付近から北の地域に発達しているのま

た，稚内層は，国 [II日地域の市東部で，第四系の基盤として分布しているの

宗1~宍炭層をのぞく存地層は，海成ないし貧海成の累層であって，粗粒右相が卓越

している σ 宗谷宍炭層は，非 i毎成の tit積層であって，数枚の石炭層を介在しているの

佐内国は，おもに硬貨頁岩で構成されている。

第四系には， 3 段の段丘堆積物， j中積層および砂丘があるの

この地域に分布する火成岩は，蛇紋目とよ武岩だけであるゥ

-3-
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第 2 図地質柱状図

IV ジュラ系

IV.1 成田沢層 (Sr)

強払川の南側の地域，成田沢上流部にわずかに分布する。

岩相は，おもに帯褐暗灰色の中粒砂岩から構成されており，部分的に黒色頁岩をは

さんでいる。この砂岩は，珪質で硬く，塊状である。また頁岩も，上部蝦夷層群の瓦

-4-



右と比較するといちじるしく硬貨である。

この成田沢層は，南に隣接する上猿払凶l幅内の空知層群の Srz に相当するものと思

われるが，露出状態が思いために，詳しい層序はわからなし、。なお，この地層は， J亘

央地域で主夕張!昔とよばれているものの一部の地層に，相当するものと思われる。

この地層は，南東に傾いた単斜構造をとっており，蛇紋岩および白望系とは断層で

J妾していると思われる。

層!手は， 300m 以上と推定されるの

V 白望系

この図幅地域には， J:部蝦夷層群と函関l層群に相当する地層があり，図幅地域の中

央部から西部にかけて広く発達している。土部蝦夷層群は，岩相上四つの;44層に区分

できる。

V.I 上部蝦夷層群

V. l.!南の沢層 (Mn)

図幅地域に発達する白望系の最下位をしめる地層であって，カリベツ川中流の南の

沢付近に模式的に発達している。このほか，豊里から鬼志別にかけての地域にも分布

している。

南の沢からポロナイ川にかけての地域には， N70ー--...80ーE 方向の摺曲軸をもっ向斜

構造があり，この地層はその両翼に分布している。カリベツJlIから北の地域では，一

般に N 20°,-..30° E の走向をしめし， 小さな摺曲や断層で複雑な構造をとっている。

豊里から鬼志別にかけての地域では， N20ー E/25ー NE の走向傾斜をしめし単斜構造

を形成している。以上のように，一般に NE 方向の構造が多いが，市の沢上流の一部

や猿骨 fl! の北側支流地域に， NW 方向の構造がみられる。

この地層の下限は不明であるが，上位のエコベ川層とは整合漸移する。

岩相は，おもに晴灰色のシルト岩で構成されている。そして全層にわたり，薄い凝

灰岩層を介在している。シルト岩は， 2,-..3 em で板状に剥理し，風化すると網く砕け

やすし、口凝灰岩は，白色を呈しており，露頭では，ほとんどの場合粘土化している。

この地層からは ， Euρachydiscus haradai (JJMBO) , Inocerω仰{s ezoensisYOKOｭ

-YAMA , ino. sp. など、の化石を産出する。

この地層は，岩層および産出化石から，知来別図幅の桃尻層~時前層，天塩中川図
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第 3 図 カリベツ層下部の細粒砂岩頁岩互陪

下位のエコベ!I I層とは整合漸

移である。

布してし、る。

幅の西知良志内層，上猿払図幅の U1，........ U3 などの各層に対比される口

層厚は， 700m 以上と推定される口

V.1.2 エコベ川層 (Ek)

この地層は，豊里附近に模式的に発達している。そのほか，南の沢とボロナイ川と

の分水嶺，カリベツ)けから猿骨川にかけての地域および鬼才、別川中流地域などにも分

布しているの

下位の南の沢層とは整合漸移し，構造もまったく同じであるロ

岩相は，おもに緑色砂岩から構成されていて，この地域では特徴的な地層である。

この砂岩は，一般的にはヰ I粒~粗粒であって，板状の層型が発達している c しかし，

北部の鬼志別川の rf-l 流地域では，塊状の岩本日をもったものがみとめられる口また，一

部の地域では，砂宕中に黒雲母

片を多量にふくんでいる岩相が

みとめられたり

化石は，ところによって，

lnocerami の破 nがはき j留め状

にふくまれているが，保存が不

良で濫定できなかったの

この地層は，岩桐上，会 I] 米5j1j

L>< ]il l両の泊内層，←大塩ヰ 1)11 凶 II屈の

大出国などに対比される。

屑)享は， 200m 前後であるの

V.1.3 カリベツ層 (Kr)

この地域で， もっとも広い分

布をしめす地層であるの猿払 III

以 l有地 J或，カリベツ川上流地域，

5t~ 骨川上流地域およびエコベ川

から小行にかけての各地域に分
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第 4 図 カリベツ層中の inoceramus sp.

この地層の構造は，小石からカリベツ川にかけての地域では，ほぼ南北性の走向で

西に傾いた，単科構造をしめしている D しかし，局部的には小摺尚が発達しているの

また，カリベツ川上流地域では，比較的ゆるやかな盆状構造やドーム状構造が発達し

ている。

岩相は，おもに厚い泥質岩札|から構成されているの下部は，細粒砂岩と頁岩の薄立;

層岩相が発達しているのこの主層岩間は， F在日では砂岩が多く，上部では泥質岩相が

多くなり，岩質も H岩からシノ~ト宕にかわるロこの上位には，シルト右を主体とする

単調な忠相が厚く充達しているのこの層準にはク白色凝灰宕の薄層がぴんぱんに介在

されている。この凝灰宕の層厚は，一般に 2，-.- 3 em 位であるが，まれに， 30em ，-.-数

m{立のものもみとめられる。この地層の正部は，おもに砂質シルト宕により構成され

ているゥこの砂貰シルト岩には， 数 m の層厚をもっ細粒砂岩層や， 小規則な形をし

たゆ岩田などが，ふくまれているのこの地屑の下部の互層岩相をのぞいて，泥質岩相

の卓越する層準では，風化すると玉葱状にはげる性質が特徴的である。

この地層の lド部および下部には ， [nr;c2ramu:; ezo εnsis YOKOYAMA および ， Ino.

sp. を産する。そのほか ， Tnocerami の破)，-が多くみとめられる。

この地層は，岩相 I二，知来別問幅の苗太路層，大 Iii中層および尾蘭内層の各層に，天
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塩中川図幅のオソウシナイ層にそれぞれ相当するの

層厚は， 1 ， OOOm 前後と推定される。

V.2 函淵層群

V.2.1 エタンパック層 eEt)

この地層は，図 l隔地域内の白望系の最上部をしめる地層であって，エタンパック山

周辺地域に，模式的に広く分布している o そのほか， =コベ川上流地域およびカリヘ

ツ川上流地域にも分布している口

この地層は，エタンパヅタ山周辺地域では，南北性の摺曲軸をもって比較的ゆるや

かに傾斜した，舟底構造をしめしている。また，エコベ川上流地域では， N5°,-10°

Wj20ー NE の走向・傾斜をしめしており，舟底構造の両翼部となっている。

岩相は，おもに，細粒~中粒砂岩により構成されている。一般に下部は板状砂岩が

発達し，間に暗灰色砂質、ンルト岩を介在している。上部は，比較的塊状の産状をしめ

す中粒~粗粒砂岩が発達している。

この地層は，下位のカリベツ層とは，整合関係にあり，砂岩が卓越するところから

本層とした。

この地層の下部に ， Nωρ J'lloceras sp. を産する。

この地層は，産出化石ならびに岩相じ宗谷および宗谷岬図幅のイチャンナイ届に

相当する。

層厚は， 400m 以上推定できる。

VI 新第三系

この地域に兎達する新第三系は，下位から，曲淵層，宗谷宍炭層，鬼志別層，増 IP~

j吾および稚内層にわけられる。これらのうちで，宗谷夫炭層のほかは，いずれも海成

の堆積物である。宗谷爽炭層は，非海成の j壮積物であって，石炭層を介在している。

Vr. l 曲淵層 (Mg)

この地層は，新第三系の最下部をしめる海成層であって，小石付近から猿骨川上流

にかけての地域，およびカリベツ川中流地域に分布している。しかし，カリベツ川上

1) イチャンナイ居の岩相は，いわゆる“雑色砂岩"で特徴付けられているが，この

地域では，“雑色砂岩"と呼べるほど，赤色や緑色の砂粒が多くなし、。
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流地域やボロナイ川 tbfC地域などでは，欠除しているり

この地層は，下位の内望系とは，一般にほぼ平行不整合関係をもってJ妥しており，

接触状態は，小石付近の近路の尾で観察できるの

岩相は，砂岩， i蝶質砂岩，凝灰岩，頁岩などから構成されている。砂岩は，陪緑色

を呈しており，粗粒~'il粒の岩相であって，かなり凝灰質である。部分的に，細燥を

ふくむ岩相もみとめられる白凝灰岩は，一般に南部に多く，カリベツ川中流地域では，

層厚 30cm の白色凝灰岩が下部層準にみとめられるの北部地域では，この凝灰官は，

凝灰質砂岩に移化しているようである。

知来出Jj図 l隔では，この地層から産出した海棲動物化石が報告されているが，この地

域では，化行はみとめられなかった凸

層厚は， 100~50m と推定される。

VI.2 宗谷うた炭層 (Sc)

この地層は，天北炭田地域の唯一の合炭層であるの分布は，小石西方からエコベ川

上流地域を通り，猿骨川上流地 j或に連続する地域，カリベツ 1/1 中流地域，および、カリ

ベツ川上流の初出沢，日暮沢からポロナイ川にかけての地域などであるのそのほか，

猿骨川中流地域では，断層にはさまれてわずかに分布しているの

この地層は，下位の曲淵層とは不整合関係で接している。

岩相は，砂岩にとむ砂質泥岩および泥岩の互層から構成されていて，石炭層および

凝灰岩層を介在している。基底部には，赤色や緑色のチャートの細礁を多くふくんだ

細粒醗告が楚達している。砂岩は，一般に灰白色の中粒砂岩で，凝灰質である。層厚

は 1m 前後で，板状の部分が多し、。泥岩は，一般に淡灰色で，塊状である。また，石

炭層のと F盤や，炭層中のはさみなどでは，チョコレート色をした頁岩状の岩相をし

めしている。 凝灰岩は，石炭層中に介在しているものは， 5~7 em 位の層厚のものが

多いが，ときには， 30cm 以上のものを介在していることもある。また， この地層の

中部には， 1m 前後の，厚い凝灰岩層がみとめられる。石炭層は，小石地域で 10 層，

猿骨川と流地域で 4~5 層，カリベツ川中流地域で 6 層，初出沢および日暮沢地域で 4

N6 層みとめられる。石炭層の層厚は， 60cm~3m である。

層序は， 300 ，....， 400m と推定される口

VI.3 鬼志別層 (Os)

この地層は，宗谷央炭層の上二に黒竜している海成の地層である凸分布は，小行西方
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地域，エコベ川上流地域.カリベツ川中流地域，日暮沢からポロナイ川にかけての地

域などである。

下位の宗芥爽炭層とは，基底疎岩をもって接しており，緩傾斜の不整合関係をしめ

しているの

岩相は，全層を通じて，砂岩の卓越した呆層から構成されている。基底部には，薄

い磁岩層が発達しているゥ砂岩は，淘;7"がわるく，塊状の産状をしめす中粒~畑粒砂

岩である。

砂岩 ii'には，次のような海陵介化石を産する。

AMAYOKOYGU

P

M

A

P

P

E

O

S

s

m

g

G

3

・
判
例
畑

出

前

ω

ω

d

y

f

a

一

上

白

M

M

!脅厚は， 50---200m と推定されるゥ

VI. 4 増幌屑 (Mp)

この地層は，日暮沢からポロナイ川上流にかけての地域や，カリベツ川 II' 流地域の

向斜構造の巾核部に分布している。また，小石西プ j地域で、も，盆状構造の中核部に ，t\~~

第 5 図増幌国の操岩と泥岩
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ぞと分布しているゥこの北方延長に当る I~IIJ匝北西叫では，断層で乱されてはし、るが，

南北性の向斜構造の'II核として分布しているの

下位の鬼志別層とは，整、合関係にあり， I皆様色の凝灰質粗粒砂岩をもって接してい

る。

岩桐は，際岩，砂岩および泥岩など‘から構成されている。礁岩は，チャート，粘板

岩，砂岩，緑色岩などの古期岩類の礁を多量にふくんでいる。白望系および第三系か

ら山来したと思われる瞭は，ひじように少ない。まれに，花崩岩質岩の喋もみとめら

れるつ一般に淘汰が悪く，畑疎から巨機まである。砂岩は，時灰色の中粒~粗粒砂岩

であって，時3岩や泥岩と不規則に入り組んだ堆積層をしめしている。なお，基底部に

は，陪緑色を呈した凝灰質粗粒砂岩が発達している。この地層は，全屑を通じて，砂

岩，泥岩， II諜岩などの不規則互層や，百L堆積状岩相をしてよ共重している。そして，と

ころどころに，砂岩と泥岩の薄い互層岩相をはさんでいるの

このJ由!習の上限は不明であるが，層厚は 500m 以上と推定される。

VI. 5 稚内層 CWk)

この地層は，浅茅野から上猿払に通ず、る道路ぞいの浅茅野から約 3km の地点で，

段 fi:Jit積物の基盤として発達している ο 露頭では，成層した岩盤はみられない。硬質

頁岩がガレ状になって分布している。この南方延長部に当る i二猿払図幅内の安別周辺

でみられる稚内)替の状態からみて，この地域まで，分布が延長していると考えられる。

以上のような分布状態なので，下位層との関係や層厚などは不明である。

VII 第四系

この地域に分布する第四系は，第 1 段丘士it積物，第 2 段丘堆積物，第 3 段丘堆漬物

および沖積層にわけられる。

VII.l 第 1 段丘堆漬物 CDl])

分布は，猿払川と成田沢にかこまれた地域にかぎられている。この付近には，標高

80m........l00m の定 I高性をしめす，なだらかな地形が発達している口かなり解析されて

いて，堆積物の様相は明らかでなし、。この付近で，チャート，粘板岩などの古期岩類

の円傑が土壌中に混入している巴これはおそらく，前バ己のような地形から判断して，

段丘堆積物が侵蝕され，その残存が土壌中に混入したものと考えられる。
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1)

VII.2 第 2 段丘堆積物 CDlz)

この地域で，海岸根から約 E.......7km 内陪にはいると，保I寄 40.......80m のほぼ干ts.な

地形が発達している凸この台地は，第 2 段丘:iii.積物で構成されていて， Jf~払 III 流域で

は内陸に入り込むが，情 5~10 km で海岸線にほぼ平行に分布している。

堆積物はフ粘土，球および砂などから構成されている。堆積物の構成，量iじなどは

場所によりかなり長具ーがあるようである。一般に粘土層が厚く発注している η この粘

土層には，植物片，褐鉄拡の彼片や高師子僧などがふくまれている。これは，エコベ

)けから猿廿川に通ずる最近の切り割りで観察される。

しかしカリベツ川中流地域で、は，牒!母を主体とする堆積相をしめしている凸械は，

コブシ大より小さいものが多いが，まれに，人頭大のものもみとめられる c 一般に亜

円~亜角棟が多く，淘汰が恵、し、。 l業種は，白空系および新第三系に由来するものは大

礁に多く，制下止の保l土古期岩類が多い。

j書厚は，少なくとも 40~50m と推定される。

VII.3 第 3 段丘堆積物 CDl3)

この地域の海岸線から第 2 段丘の分布している地域までの同には， 標高 20~40m

第 6 図第 3 段丘の砂磯田

1) 第 2 段丘准積物としたものの中には，段丘堆積物でない海成層がふくまれている，

可能性がある。
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第 7 図第 3 段丘の砂礁居中の偽

の干jJl な台地があるのこの台地は ， tf~; 3 段丘tit積物で構成されていて，海浜や沖積面

との間に，顕著な段丘濯を形成している。この堆漬物は，内陸側で薄く，海岸側で厚

いようである。

Jjt積物の構成は，おもに，砂および様より成り立っていて，粘土および火山灰をわ

ずかに介在しているつ砂は，姐砂から細砂にわたり，細砂のほうが淘汰がよく，また

均質である。粗砂は喋をふくむ場合が多く，偽層の発達がいちじるしい。また，細砂

~中砂では，一般に透明鉱物乃鉱物片が多量にふくまれている。粗粒になるにつれて，

岩石片が多くなる{頃向にある。

礁は，米粒大の細礁が多く，まれにコブシ大位の喋もふくまれているの 疎種は古期

岩類の粘板岩， f主岩，チャートおよび砂岩などが多<，扇子な円擦が多し、。このよう
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な喋'1)形態は，現在の海浜砂礁によくにている凸

粘土層は，局部的に発達しているようで、あって，一般にシルト質で、あ 20

火山灰層は，数 cm，.......10cm 位の層厚のものが数枚みとめられる。

この段丘堆積物は， 内陸側で 5--10m， 海岸近くでは 20m 以上の層厚で発達して

いる凸

以上の砂操層の最上位には，淡樫色~褐燈色を呈する粘土層が分布している。一般

に段丘崖では，この粘土層は削剥されていて存在しないが， 台地の中央部では 100，.......

150cm の層厚に達するのこの粘土層は第 2 段丘もおおっている。 これは， ローム質

のものであって，洪積期末~沖積初期の火山作用によるものと考えられる。

VII.4 沖積層 (AI)

沖積層は，海岸砂丘，泥炭，粘土などから構成されている口

海岸砂丘は，浜猿払以南の海岸に分布していて，この地域では明らかでないが，さ

らに南下すると， 2 列にわかれているようである凸この砂丘は，細瞭~粗砂から構成

されている。

存主要河川の下流域には，広い泥炭地が発達している。これは，第 3 段丘堆積後の

海退で侵蝕された旧河川流域や入江などが，海面上昇によって停滞水域となり，泥炭

に埋積されて形成されたものである。現在，海岸付近に分布する湖沼はその名残りで

ある。

また，主要河川の一土流域の沖積層は，河床氾j監原の堆積物であって，背後地を構成

している堆積宕の礁で構成されている。しかし中流地域では，粘土層がいちじるし

く発達している。

VIII 火成岩類

VIII.l 蛇紋岩 (Sp)

蛇紋岩は，猿払川以南の地域で南北方向に細長く分布している巴この蛇紋岩は，北

海道における蛇紋岩の分布の北限をしめしている。この地域では，周囲のジュラ系や

自主系の堆積岩との接触関係は未詳であるが，この岩体の市方延長部に当る k猿払図

1) この粘土層は，元来が極微砂~シ/レトであって，それが上下の砂礁居より保水能

力が，ひじように大きいために粘土化したものもある。

2) 粘土化しているために，正確に火山灰といえるかどうか検討する必要がある。
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幅地域内では，空全II層群，蝦夷層群および函朔l層群を貫ぬいているといわれているの

この地域に分布する蛇紋岩は，暗線色を呈し，一般に葉Jl-状のものが多し、。この中

には，局部的に塊状のものがふくまれている。

また，この付近で，徴閃緑岩の転石が多くみとめられが，おそらく岩脈として蛇紋

岩を貫ぬいていると考えられるのまた，蛇紋岩中には，ロジン岩様岩の捕穫岩がみと

められた。

VIII. 玄武岩 CBs)

カリベツ川上流地域や，ボロナイ川と流地域には，玄武岩の岩脈が数カ所みとめら

れる。この地域では，この玄武岩は，宗谷爽炭層を貫ぬいているの隣接地域で，増I幌

層を貫ぬいている玄武岩が報告されているが，この地域のものも，同系統のものと考

えられる。

この玄武岩は，露頭では，暗灰色~黒褐色を呈し，やや粗粒であって，風化すると

玉葱状にはげる構造をしめしている。しかし一部には，細粒で，堅硬ち密な岩相をし

めすところもみとめられる。

鏡下では，サブオフィティック構造をしめしている。普通輝石，紫蘇輝石，斜長石

およびかんらん行などが，斑品としてみとめられる。そのほか緑泥石化した鉱物もみ

とめられる。

IX 地質構造

地質の項でのベたごとしこの地域の南東部に分布するジュラ系および蛇紋岩は，

北海道中央地域で，神居古浬帯の主体をなしているものの最北端の分布地域である。

したがって，この地域の北海道における累帯構造上の位置は，神居古漕帯の西翼部を

しめるものが大部分である。一部東翼部もみとめられる。これは，新第三紀層にも反

映していて，西翼部には，曲淵層から増幌層までの堆積がみとめられるが，東翼部で

は，それを欠いて，椎内層だけが分布している。

IX.l 白望系稚の地質構造

この地域の白望系の地質構造には，第 10 図でわかるように，いくつかの特徴的なこ

とがみとめられる。すなわち，小石付近から，ほぽ南北に走る断層を境いにして，そ

の東西で，構造的差異がみとめられる。この断層を，カリベツ断層と呼ぶ。カリベツ

断層の東の地域には， N30° ,......,70° E 方向の摺曲構造が発達している。すなわち，カリ
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B

A: 白望系の構造 B: 新第三系の構造 c: カリベツ断層

第 10 園地質構造概念図

ベツ ill からポロナイ川にかけての地域，猿骨川中流地域および鬼志別地域は向斜構造

がみられる。また，カリベツ川中流地域およびエコベ川地域に，背斜構造がみとめら

れる。これらの傾斜は，一般に 40°，.......55° 位である口同傾向の小断層も発達している。

しかし，このような摺曲構造は， NW 性の断層で，大きく転位させられているところ

が多し、。これは，ポロナイ川の支流地域，エコベ川地域などのように， N20° ,.......30°W/

SW35°__55°の走向・傾斜をしめす部分である。

カリベツ断層の西側の地域は，一般に南北性の断層，摺曲などで特徴付けられる口

全体的にみれば，エタンパック層の分布地域が，向斜構造の底である。したがって，

断層で乱されてはいるが，一つの複向斜構造を形成している。ここには，新第三系の

分布地域を中心に，いくつかの向斜構造が発達している。これは，あとにのべる新第
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三系の摺曲構造を決定した動きによっても，促進された面はあるけれども，新第三系

堆積前から摺曲構造の向斜部に当っていたと考えられる。

西部地域は，東部地域に比較して，緩傾斜の摺曲構造が発達している。傾斜は， 20ー

........40° 位である。このような摺由構造は， NW 性の断層で，変形転位している O

IX.2 新第三系の地質構造

新第三系は，各分布地域がそれぞれ向斜構造をしめしている。日暮沢一ボロナイ川

地域では，南に沈む舟底状構造をしめしている。この中核部の増幌層分布地域では，

複向斜的な様相を呈している。傾斜は，一般に 30°........50° であるのこの舟底状構造の北

部には NE 性の胴切り断層がみられる。この向斜構造では，西翼部は，単純であるが，

東翼部では，急傾斜の小摺曲がみられる。同じこの地域でも，初出沢流域では，南北

性の走向をしめすものが多く，分布している層序などから，南北性の小摺曲が何回か

くり返されているようであるの

カリベツ川中流地域の新第三系の構造も，南にわずか沈む舟底状構造をしめしてい

る。ここでは，基盤の白望系の構造と，やや斜交した構造をしめしている。傾斜は，

30°........40° 位で，分布の南端に EW 性のJJl ilJ 切り断層がみられる。

猿骨 111 から，エコベ川市支流にかけては，北に沈む舟底状構造がみられる。傾斜は，

10° .......， 20° 位のものが多く，とくに，南部では， 10° 以内の緩傾斜のところが多い。こ

の地域では，摺曲軸に斜交する NW 性および NE 性の断層が発達しているのこの北方

延長部の兎志別川本流地域では，南北に伸びる盆状構造を呈している。この付近では，

傾斜は 20°........40° と，若干急傾斜をしめしている。凶幅の北西隅には， N200W 方向

の向斜構造が， 2 帯みとめられる。西側の向斜構造の中核部には鬼志別層が分布して

いる口両翼の宗谷爽炭層の傾斜は，一般に 20° 前後であるが，軸心部では，底の浅い

皿状構造をしめしているの東側の向斜構造では，中核部が増幌層，鬼志別などから構

成されている。この付近では， NS........N30ーW方向の断層が発達していて，多数の小向

斜，小背斜をともなう波状摺曲がみとめられる。

X 地史

以上のべてきたことから，この地域の地史を推定することができる。

X.I ジュラ系

成田沢層の堆積は，輝緑凝灰岩を主体とする，いわゆる緑色岩類の噴出につづく浅
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海性の堆積相である。この地層の岩相が，全体的に珪質なのは，緑色岩の噴出にとも

なう海水の状態の変化に関係があると思われる。

X.2 臼亙系

泥質の岩十目で特徴付けられる ， JYtの沢層の堆積時代は，前半は，比較的静かな堆積

の時代であったと思われる c この時代の後半は，エコベ)l!層に引きつづく時代として，

上井・沈降のくり返された時代である。この時期には，火山作用が全期にわたって活

動していた。エコベ川層の堆積叫は，浅海の堆積相をしめしている。これは，供給源

が変化したことにより，物質の供給量がし、ちじるしく増大したためと推定される。

カリベツ層の堆積時代は，ふたたび沈降運動に転化した。この時期は，南の沢層堆

積IJ年代と同じように，火III活動による降灰が全時期にわたってみられる。

エタンパツ層の堆積時代fi; 全般的に不安定な浅海となったロこれは，函淵層群全

体を通じていえることであるが，堆積物を供給する背後地域の急激な隆起によって，

粗粒物の供給が増大した。このために，厚層の砂岩および局部的な機質相の堆積がお

こなわれたっ

X.3 新第三系

白空系ヰt漬後，この地域は隆起して陸域にあったが，中新世中期になり，ふたたび

沈降して海域になった。

曲淵!再の堆積時代は，比較的静かな浅海性の環境にあった。この海は， l司幅の南西

部までは達しなかったらしし、。これは，この時期にみられる火山活動による降灰が，

南部になると，陪成的要素をふくんでくることからも推定されるの

曲淵層刷;演後，この地域はしだいに陸化し，石炭層を形成するような， I達成の堆積

環境に変化した。この地域では，このような環境がながくつづき， 10 数枚の石炭層を

形成した凸

このような陸成堆積物を堆積する環境につづいて，ほとんど天北炭田全域におよぶ

ような，沈降があったσ この時期に，砂有を主体とする鬼志別層が堆積したり

鬼志別層堆積後，この地域は，かなり不安定な堆積環境に変化したのこれが増幌層

i長積の時代であるのこの時期には，いわゆる乱堆積相といわれる，厚い異常堆積相が

形成された。

増l幌層堆積後，天北炭田地域では，新第三系のいくつかの地層が堆積した。この地

域では，稚内層を堆積させる海域が，南東部まで入り込んだこと以外は明らかでないロ
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X.4 第四系

第 1 段丘堆積時の地史は，分布地域がせまいために明らかで、なし、。

第 2 段丘堆積Hijーには，少なくとも，現在の海水準より 80m 位の海面の上昇があっ

たと考えられる。この時期には，異常に厚い粘土層を堆積させるような，静かな沈降

性の環境にあった。しかし局部的には，亜角燥をともなうような，氾i監原あるいは扇

状地的な堆積相が発達した。

第 2 段丘堆積後の海退で，侵蝕がおこなわれ，ふたたび第 3 段丘を形成する海侵が

おこなわれた。これは，現在の海水準よりも， 40m 位のところまでおこなわれた。偽

層が発達していることや，堆積物に古期岩類の砂礁がひじように多量にふくまれてい

ることなどから，第 2段丘形成時とは，かなり異った運搬形態ならびに運搬経路をも

っ海域であったらしし、

沖積期にはいり，第 3 段丘堆積後の海退で侵蝕された低地帯を，泥炭が埋積した。

その名残りとして，現在海岸付近に，いくつかの湖沼がみとめられる。また， if線付

近には砂丘が発達した。

XI 応用地質

この地域の地下資源、は，宗谷央炭層にふくまれている石炭が主なものである。この

ほかに，割砂利，山砂利などがある。また，成田沢上流地域で，かつて砂金を掘った

ことがあるといわれているが， くわしいことはわからない。

XLI 石炭

宗谷央炭層中にふくまれている炭層数は， 4.......10 層に達する。凶幅地域の北部では，

炭層の枚数が多いが，中央部や南部では，炭層の枚数の発達が悪いようである。

小石西方地域

この地域では，炭層は 10 層あるが，このうち，稼行の可能なものは， 5 層.......3 層で

ある。現在， ~七J石小イ I炭砿および藤田小石炭砿があり，稼行している。

北拓小石炭砿は，小石の西南方約 2km のところにある。この付近で， 稼行対象と

なる炭層は 4 層である。これらの炭層柱状は，第 11 凶にしめしたとおりである。現在

稼行しているのは， 1 番層であって，炭丈hU丈は 187/223 である口発熱量は， 4 ,000

.......4 ,240 kcal/kg である口各炭層別の分析値は，第 1 表にしめしたとおりである。

藤田小石炭砿は，小石西北方約 4km のところにある。
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。

第 12 図藤田炭砿，本層炭柱図

:2)
第 2 表 藤田小石炭砿本層各炭質分析表

I 揮発|固定 l
l 水分 J 灰分 !~~!発熱量炭質 I/)'/J 1 /7 '-./) 分!炭素 l

I (ガ)! (ガ) (ガ)i(ガ) :kcal/kg

特塊 l20.09.2137.5135.01100
I::'J.:':1:~':1

特中塊! 20.1110.5!35.8[34.6 5 ,000

一中粉 i195i186i316J303i U50

。

3m
4m

1-2
3

2

4 3 2 I

.A 圏B 図 c 口 D

臼 E 図 F 目 G

A: 石炭 B: 含媒 c: 凝灰岩

D: 挟み E: 砂岩 F: 礁岩

G: シノレト岩および泥岩(各炭柱

図共通)

第 11 図 小石炭鉱，主要炭層柱図

第 1 表北拓小石炭砿各炭層分析表

I~f..-n..! =n.. 1 揮発|固定 l
|水分;灰分! ~7U! ~~ I 発熱量炭層名 I/)'/J 17'-./J I 分 l 炭素 l

(ガ) (ガ) !(ガ)!(ガ) Ikcal/kg

1 番層 (152(21.433.d29.614 ，ω
2 番層 115.51 23.3133.8127 ・ 4i 4 ,060
3 番層 \14.3122.6: 36.1¥27.01 4 ,170in iｷ

ここでは，上層，本層および下層と 3 枚の炭層があり，現在，本層を稼行している。

本層の炭層柱状は，第 12 図にしめしたとおりである。炭丈/山丈は， 258/294 である。

発熱量は， 4 , 200--4 , 300 kcal/kg である。本層の分析値は，第 2 表にしめしたとおり

である。

猿骨川およびエコベ川上流地域

この付近では， 4 枚の炭層がみとめられる。下位の 3 層は，炭丈があまり厚くなし

1) 北拓小石炭砿資料

2) 藤田小石炭砿資料
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3

2

。

5m

4 3 25

2

5m

4

3

。

第 13 図猿骨)11 上流露

天採掘個所炭柱図

第 14 図 カリベツ川中流地域炭柱図

100em~iS 後であるが，最上位は 200 に達するつ

戸野から約 12km のところで，北海道閉廷株式会社が採炭に着子している。調査当

時は，まだ，本格的な操業にはいっていなかった。ここでは，最上位層を稼行対象に

している。この付近は， rムj斜構造の軸部に当たるために，ひじように緩傾斜で炭層が

発達している。当時，西翼部において，露天採掘をおこなっていた口かつて，下位の

炭層を対象に坑道採掘をおこなったらしいが，現在は，坑道がつぶれていて， くわし

いことはわからない。露天採掘地点の炭層柱状は，第 13 図のとおりである。

力リペツ川中流地域

この地域の行炭については，すでに，詳細な調査報告が UJ されている。

この付近では， 6 枚の炭層が発達していて，向斜構造の両翼で追跡されている。各

炭層は，南部でよく発達し，北部で貧化しているようである。炭質および層厚などが

1) 佐川昭，松井寛，天北炭旧東部地区猿払川中流地域炭層調査報告昭和 37 年

2) 佐川他，前出
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比較的安定しているのは， 5 番層である。カリベツ川ぞいでみられる各炭層の炭層住

状は，第 14 図のとおりであるロ発熱量は， 3 ,500--5 ,200 kcaljkg である。かつて，

宗谷猿払炭砿が，この西翼部で，一時桜行したことである。

日暮沢ポロナイ川流域

この地域には，構造的に異った二つの分布で定達している。すなわち，日暮沢から

ポロナイ川にかけて発達する N200W 方向の向科構造乃同翼に分布するものと， f'7~北

性の摺曲構造をしめす初出沢流域のものとがあるの l山j者とも， 4--5 層の岩層が発注し

ている口

日暮沢およびカリベツ川上流では，一般に，下位炭層より上位

炭層のほうが，炭層の発注がし、ちじるしし、。おなわち， ト{立炭層

では，層厚 100cm 位であるが， 上位では，層厚 200~300cm に

達する。

初出沢流域では，摺 ml構造が，断層で乱れていて，露出してい

る存炭層の t下関係は明らかでなし、。石炭層厚は， lOC~300cm

にj主しているの

以上のように， I司I隔地域内には，稼行可能な炭層が発達してい

r2m

。

第 15 図初出れ

石炭露頭炭柱図

第 16 図初出沢中流の石炭露頭
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るが，北部で一部稼行されているほか，未開発である。とくに中央部および南部地域

では，搬出が問題となるであろう。

XI.2 割砂利，山砂利

この地域で，割砂利の対象となるような岩質のものに，玄武岩岩脈およびエコベ川

層の砂岩などがある。しかし，いずれも，各河川の中・上流地域にあるため，利用は，

分布地域の周辺にかぎられるであろう。

このほか，第 3 段丘堆積物の砂礁が，道路の敷パラスとして利用されている。この

砂喋層は，海岸ぞいの地域に広く発達している。河砂利がほとんどないこの地方とし

ては，この砂礁の大規模な利用を考えるべきであろう。
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Resume

Theareaofthissheetmapcoveringfromlatitude45ー10'to

45ー20'Nandfromlongitude140ー to142ー15'E, issituatedinthe

northernpartofHokkaid6. Roughlyspeaking, itcoversthecenter

oftheso-calledTenpokucoalfield.

Fromthetopographicalviewpoint, themapareaisdivisible

intothefollowingprovinces. Thecoast area, extendingalong

theseacoastwithan8to10kilometerswidth, showsagentle

hilly landform ranging from20to80metersinaltitude.The

inlandareabehindtheabovementionedcoastareaisamountain

landwithanaltitudeof100to300metersabovesealevel.But

themountainsinthisarea, showingaratherlowrelief , arenotso

.steepasitisunderstoodfromthefactrharthehighestpointattains

onlya313.2metersheight. Main streams 自ow fromWSWto

ENE, alongwhichlowswampylandsaredeveloped.

Geology

GeologicformationsinthismapareaareshowninTable1, of
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Jurassic

Cretaceous

Quaternary

whichanoutlineisdescribedbelowinascendingorder.

Table1

rAlluvialdeposits
JThe3rd. terracedepositsi山nd…白拘ωωωp卯附阿附Oω矧州sit抗t
The1s坑t. terracedeposits

rWakkanaiformation

iMasuporoformation

NeogeneTertiary~Onishibetsuformation

|向Sδya coalbearingformation

1、Ma昭ga訂ri均bu凶1店shi formation

(「Etuan 叩 f…tぬ
Ka訂ri出be抗tsu formation

i「「
E取ko附a

…
on

Minaminosawaformation

Naritazawaformation

1. Jurassic

Naritazawaformation

Thenaritazawaformationoccursinthesoutheasternpartof

themaparea, thoughitisverylimitedinextent. Itslithologyis

characterizedbyaboundantsiliceoussandstone. Thedataobtained

intheareaoftheneighbouringsheetmapsuggestthatitbelongs

probablytotheSorachigroup.

2. Cretaceous

TheCretaceousformationsinthisareabelongtotheUpper

YezogroupandtheHakobuchi group, andareconformablewith

eachother.

a. Minaminosawaformation

TheMinaminosawaformationisdevelopedinthecentralpart

ofthismaparea. Itiscomposedmainlyofdarkgreysiltstone.

Manythinlayersofgreyishwhitetuffareintercalated. Calcareｭ

ousnodulesarecontained, inwhichfossilsof“丘 upachydiscus haraｭ

dai(JIMBO)"arediscovered. “ Inoceramus sp."isalsoknownfrom

thisformation.
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b. Ekobegawaformation

TheEkobegawaformation , consistingmainlyofgreenishdark

greymediumtocoarsegrainedsandstone, isdevelopedalsointhe

centralareaasisthecaseoftheMinaninosawaformation.

c. Karibetsuformation

TheKaribetsuformationisdevelopedextensivelyinthecentral

partofthemaparea. Itconsistsmainlyofargilaceous rocks,

thoughsandyfaciesisintercalatedinseveralhorizonesofthelower

andtheupperparts. “ lnoceramus sp."occursin theargilaceous

facies.

d. Etanpakkuformation

TheEtanpakkuformationisfounddevelopedinthewestern

partofthemaparea. Itiscomposedmainlyoffine sandstone,

calcareous nodules are contained rarelyinthisformationand

yieldfossilsof“ Neo ρhylloceras sp."

3. Neogene-Tertiary

TheNeogene-Tertiaryformationsinthisareaexhibitthestanｭ

dardstratigraphic successionof the so-called “ Tenpoku coal

field".

a. Magaribuchiformation

TheMagaribuchiformation is the basal formationofthe

Neogene-Tertiaryinthis area, andiscomposedofmarinesediｭ

ments. Itisfounddevelopedinthenorthernandcentral parts,
butisabsentfromthesouthernpart. Sandstonesandconglomeratic

sandstonesarethechiefconstiuentsofthisformation.

b. Sδya coalberingformation

TheSoyacoalbearingformationistheonlycoalmeasurein

theTenpokucoalfield. Incentralandnorthernpartsofthemap

area, itcoversthesubjacentMagaribuchiformationunconformably,

whileitcoversdirectlytheCretaceousformationswithanunconｭ

formablerelationinthesouthernpart. Thereforeit represents ,

inthispart, thebasalformationoftheNeogeneseries. Itconｭ
sistsmainlyoffinegrainedsandstoneandisassociatedwithmud-
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stone, tu百 and coal.

c. Onishibetsuformation

TheOnishibetsu formation , beingcomposedofmarinesediｭ

ments, covers unconformably the subjacent Sδya coalbearing

formation. Mudstoneisthechiefconstituentofthisformation.

Ityieldsmanyfossilsofmarineorganisms.

d. Masuporoformation

The Masuporoformationliesconformablyonthesubjacent

Onishibetsuformation. Itiscomposedofmarinesedimentssuch

asconglomerates, sandstoneandmudstone, withfaciesofirregular

sedimentation.

e. Wakkaniformation

TheWakkanaiformation , withtheso-calledhardshale facies ,.

isdevelopedbarelyformingthebasementrocksofterracesinthe

southeasternpartofthismaparea.

4. Quaternary

a. Di1uvium

TheIst. terraceis80to100metershigh, andisfoundonly

i泊n theareatωo thesouthoftheSarufut 匂su-gawa. The2nd.terrace

is40to80metersinaltitude, andisdevelopedextensivelyinthe

area6to10kilometersdistantfrom theseacoast. The3rd.

terracehasa20to40meters' height, andexhibitsaflatterrace

surface. Amongthemthe2nd.Terraceisuncertainwhetheror

notitisonlycomposed ofterracedeposits. Itshouldbeexamｷ

inedinfuture.

b. Alluvium

Alluvialdepositsalongthemainstreams, peatbedsaswellas

sandduneontheseacoastaretheAlluvialformationsofthisarea.

5. Igneousrocks

Asforigneousrockssmalldykesofbasaltoccurinthisarea,

whilemassesofserpentiniteareknowninthesouthern part, in

whichmicro-dioriteisintruded.
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Geologicstructure

GeologicstructureoftheCretaceousis characterized, tothe

eastoftheKaribetsufault , byfoldesandfaultswithaxesoftrend

runningfromNEtoSW, whileitischaracterized, inthewestern

area , bythosewithN-Strend.

TheareaoftheNeogene-Tertiaryformationsisdivided, on

thebasisoftheirgeologicstructure, intothethreeprovinces, i.e.

theKoishi-SarukotsuBasinprovince,theK仁a訂ri出bets 叩u
provinceandtheHi泡gureza wa-Poronai泡gawaBasinprovince. Ineach

provincetheNeogene-Tertiaryformationsshowasynclinalstructure

withN-Strend.

Economicgeology

Asforundergroundresourcesofthisarea, coaloccursinthe

Soyacoalbearingformation. Itisbrowncoalofgoodquality

withheatvalueof4,500 to5,500 calories. Fourtotencoalseams

areknown, andarebeingworkedintheKoishidistrict. Inother

areastheyhavenotbeenexploitedasyet, butarepromising.
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